
鉛を含まないペロブスカイト太陽電池 -世界最高レベルの変換効率-

単結晶シリコンに匹敵する変換効率を有するペロブスカイト太陽電池は、次世代太陽電池
として期待されています。しかし有害な鉛を主成分としており、鉛を含まないペロブスカ
イト太陽電池が望まれてきました。錫系ペロブスカイトは有望でありますが、変換効率や
安定性が低いという問題がありました。
本技術は、ペロブスカイト界面に酸化錫を用いる事で界面を安定化し、
変換効率14％以上を安定的に達成しました。

概要

本件は、ペロブスカイト界面に金属錫
を堆積させ、プラズマ酸化にて酸化度
を調整することで、酸化錫を電子輸送
層およびホール輸送層として機能させ
ることに成功しました（図１）。

従来と比較したメリット
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ご興味のある方は下記にお問い合わせください。

国立大学法人電気通信大学 産学官連携センター
E-mail : chizai@ip.uec.ac.jp  Tel : 042-443-5838  

従来、特性安定化の為にペロブスカイト結晶の改善が
主として行われていました。

これにより、酸化錫／ペロブスカイト界面が
形成でき、安定化（図２）と高い変換効率
（図３）を達成できました。
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